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～快適で安全な暮らしのために～～快適で安全な暮らしのために～

主な質問について

廃棄物処理法の設置許可申請を行っているが、いつ取り下げるのか？
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廃棄物の搬入ルートはどこを想定しているか？

住民の合意形成に努めるというが、不十分ではないのか？

放射性物質に汚染された廃棄物を受け入れるのか？

　基本的には、放射性物質により汚染された産業廃棄物の受け入れは考えていませ

ん。ただ、自然界に放射性物質はゼロでないので、受け入れ基準については、今後、

町とも十分協議していきます。

　地域住民の合意形成については、町からも特段の配慮を求められており、これま

でも事業の節目節目に説明を行い、意見交換して参りました。今後とも、できる限り

多くの住民の理解と協力が得られるよう努力していきます。

　これから取り下げる予定でありますが、具体的な時期は、今後、検討していきます。

　具体的なルートについては、今後、改めて行う基本設計の中で検討していきます。

どのようなルートを通る場合でも、交通安全の徹底や環境保全に万全を期していき

ます。

8月6日に開催しました

馬頭最終処分場計画変更に係る
町民説明会のあらましをご紹介します。



馬頭最終処分場計画変更に係る町民説明会
開 催 報 告

福田知事から町民の皆様に、 馬頭最終処分場の

計画変更について説明をさせていただきました。

説明会のあらましを御紹介します。

開催日時／平成25年8月6日（火） 午後7時～午後9時

開催場所／那珂川町馬頭総合福祉センター

参 加 者／那珂川町民及び那珂川町内の事業所に勤務する皆様　約150名

＜出席者＞

町：大金町長、佐藤副町長
県：福田知事、櫻井環境森林部長、野澤環境森林部参事、北村馬頭処分場整備室長

●平成24年度末までに、計画していた事業用地の約7割を確保してきました。

●本年3月末に、新たな搬入道路用地が確保できたことから、処分場の早期着

工を図るため、県議会からの提言も踏まえ、取得済み用地内での事業計画

の変更を決断しました。

●7月末までの交渉により、右

図のとおり、事業区域が定

まり、今後、この区域内で処

分場を整備していきます。

●事業区域面積は、約65.2ヘ

クタールとなります。

●これまでの「多重安全シス

テム」の考え方を基本とし

て、前回計画策定後の新た

な知見も取り入れながら、

より安全で安心できる最終

処分場とすることを目指し

ます。

●工事、稼働の詳しい時期に

つきましては、これから行

う基本設計等において検討

していきます。

●地域振興策の支援について

は、できる限り町の意向に

沿えるよう、今後、町と協議

しながら、進めていきます。

●今後とも、地元那珂川町と緊密な連携を図りながら、全国のモデルとなる安全

で、安心な最終処分場の整備に向け全力で取り組んでいきます。

計画変更に至った経緯1

新たな事業区域2

施設の基本方針3

今後のスケジュール4
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